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昨
年
12
月
5
日
定
例
会
に
お
い
て

出
川
村
長
か
ら
退
任
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

12
月
24
日
の
任
期
を
も
っ
て
退
任

い
た
し
ま
す
が
、
在
任
中
新
島
村
の

行
政
運
営
に
ご
理
解
、
ご
支
援
賜
り

ま
し
た
議
員
の
皆
様
、
そ
し
て
住
民

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

自
己
財
源
一
割
の
自
治
体
で
希
望

す
る
事
業
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
面

も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
国
や
東
京

都
、
関
係
機
関
の
温
か
い
ご
支
援
の

も
と
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
そ
れ
な
り

に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

関
係
機
関
の
皆
様
に
も
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
目
的
別
分
類
の

中
で
長
年
約
23
％
の
総
務
費
に
次
い

で
教
育
費
と
民
生
費
を
計
上
し
、
村

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
こ
と
は
自
分

な
り
に
納
得
し
た
行
政
運
営
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
時
代
の
推
移

は
地
方
に
お
け
る
定
住
化
の
仕
組
み

を
変
え
、
私
達
の
村
で
も
若
者
の
島

外
流
出
に
拍
車
を
か
け
、
少
子
高
齢

退
任
挨
拶

化
社
会
に
変
貌
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

か
つ
て
は
長
男
は
島
に
残
り
、
家

業
を
継
い
で
、
老
い
た
両
親
の
世
話

を
す
る
こ
と
が
生
活
の
仕
組
み
で
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
産
業
や
暮
ら
し

に
も
厳
し
い
環
境
な
が
ら
も
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
に
よ
る
継
続
発
展
が
あ
り
、

そ
れ
な
り
の
生
活
基
盤
が
保
た
れ
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
は
自
分
一
代
の

思
想
に
変
わ
り
、
長
年
島
に
根
づ
い

て
来
た
「
受
け
継
ぐ
」
と
い
う
生
活
、

暮
ら
し
の
文
化
、
島
思
想
が
消
失
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い

ま
す
。
継
続
性
を
失
っ
た
生
活
体
系

は
弱
小
化
し
、
島
の
産
業
、
生
活
基

盤
ま
で
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
現
象
は
近
年
の
主
産
業
で
あ
る

観
光
に
も
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
離
島
で
の
暮
ら

し
、
産
業
振
興
は
私
達
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
難
題
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
の
大

き
な
課
題
だ
と
捉
え
て
き
ま
し
た
。

後
継
者
不
足
の
空
き
家
は
こ
れ
か
ら

も
急
速
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
で

き
ま
す
が
、こ
う
い
う
時
こ
そ
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
時
代
背
景
を

し
っ
か
り
と
分
析
、
把
握
し
て
知
恵

を
出
し
合
い
、
住
民
の
皆
様
の
協
力

の
も
と
に
、
ふ
る
さ
と
自
慢
す
る
共

通
理
念
を
高
め
な
が
ら
、
あ
た
ら
し

い
新
島
村
を
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

や
や
も
す
る
と
、
多
数
の
観
光
客

が
来
島
し
た
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の

数
字
を
引
用
し
て
汗
を
か
か
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
議
論
を
致
し
ま

す
が
、
時
代
は
明
ら
か
に
推
移
し
て

い
る
の
で
す
。

　

古
い
感
覚
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
日
迄
若
い
頃
描
い
た
愛
郷

心
を
一
途
に
追
い
か
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
斬
新
な
感
覚

で
新
島
村
を
捉
え
、
時
間
は
要
す
る

で
し
ょ
う
が
、
職
員
の
努
力
で
当
面

の
基
金
も
積
み
立
て
て
あ
り
ま
す
の

で
、
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

末
永
く
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る
新

島
、
式
根
島
、
新
島
村
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
あ
と
と

り
達
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
致
し
ま
す
。

前
田
議
長
さ
ん
と
共
に
議
員
の
皆
様

も
あ
と
と
り
達
を
温
か
く
支
え
、
ご

指
導
下
さ
っ
て
た
く
ま
し
い
リ
ー

ダ
ー
に
育
て
て
下
さ
い
。

　
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
い
う

諺
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の

狭
い
地
域
社
会
の
中
で
、
杭
の
打

ち
合
い
な
ど
し
て
い
て
は
人
は
育
た

ず
、
島
は
沈
滞
す
る
ば
か
り
で
す
。

今
、
東
京
の
島
々
が
最
も
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
は
「
出
る
杭
」
才
能
、

手
腕
を
伸
ば
す
人
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
日
ま
で
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し

て
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
、
併
せ

て
、
カ
モ
メ
群
れ
飛
ぶ
太
平
洋
は
ガ

キ
の
頃
か
ら
兄
弟
同
士
で
す
。
ふ
る

さ
と
新
島
村
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
し
て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

出
川
長
芳

※
新
村
長
の
就
任
の
挨
拶
は
2
月
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

新島村教育委員会委員の再任、
委員長・委員長職務代理の選任

　

村
の
教
育
委
員
会
は
、
5
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
2
名
の
委
員
の
任
期
が
、
平
成
25
年
12
月
16
日
を
も
っ
て

満
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
村
で
は
、
両
委
員
の
再
任
に
係
る
同

意
議
案
を
12
月
定
例
議
会
に
提
出
し
、
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
12

月
17
日
再
度
両
委
員
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
長
及
び
同
職
務
代
理
に
つ
い
て
も
、
平
成
25

年
12
月
14
日
で
任
期
切
れ
と
な
る
た
め
、
12
月
教
育
委
員
会
定
例
会
で
選

任
を
行
い
、
委
員
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
4
年
間
に
渡
り
務
め
て
い
た
だ
い

た
池
村
健
一
氏
に
代
わ
り
、
新
た
に
大
沼
裕
美
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
職
務
代
理
に
は
、
宮
川
央
行
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

委員会の構成（平成 25 年 12 月 17 日現在）

職名 氏名 委員任期 備考

委員長 大沼　裕美 自 25.12.17
至 29.12.16

委員長任期
自 25.12.15
至 26.12.14

委員長
職務代理 宮川　央行 自 22.12.23

至 26.12.22

委員職務代理任期
自 25.12.15
至 26.12.14

委員 池村　健一 自 24.11.　1
至 28.10.31

委員 宮原　正夫 自 25.12.17
至 29.12.16

教育長 宮川　平八 自 23.　6.29
至 27.　6.28
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式根島で消火訓練
　

11
月
17
日
、
式
根
島
消
防
団
で
は

島
内
三
ヵ
所
で
、
住
民
を
対
象
と
し

た
消
火
器
・
消
火
栓
の
取
り
扱
い
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
が
積
極
的
に
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
は
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　

冬
は
西
風
が
吹
き
、
空
気
も
乾
燥

し
て
く
る
上
に
、
暖
房
な
ど
火
災
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ

ん
、
火
を
使
う
時

は
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

完
成
し
ま
し
た
！
式
根
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

お台場くさや試食会

　改修工事の為、しばらく利用休止して
いた式根島開発総合センターですが、11
月 1 日から利用可能となりました。住民
の皆さん、ぜひご活用ください。

▶
外
観

◀
ロ
ビ
ー

　コーラスグループによるコンサート
『言葉は静かに歌う』が、11 月 23 日は

式根島、翌日 24 日は新島にて開催され、
子どもから大人まで楽しめるイベントと
なりました。

▶
新
島
小
学
校
体
育
館
に
て

◀
式
根
島
小
学
校
体
育
館
に
て

　

新
島
村
の
特
産
品
で
あ
る

「
く
さ
や
」を
広
く
島
外
の
方
々

に
知
っ
て
頂
き
、
村
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
焼
き
た
て
の
「
く
さ
や
」

の
試
食
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
23
日
、
24
日

に
お
台
場
海
浜
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
島
・
式
根
島
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
特
産
品
の
販
売
等
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
2
日
間
と

も
多
く
の
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
頂

き
、
大
盛
況
に
お
わ
り
ま
し
た
。
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交
通
功
労
者
に
表
彰
状
・
感
謝
状

　

11
月
26
日
、
平
成
25
年
度
交
通

功
労
賞
に
つ
ぎ
の
18
名
の
皆
さ
ん

が
選
ば
れ
、
全
日
本
交
通
安
全
協

会
会
長
な
ど
か
ら
感
謝
状
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
賞
】

　
　
　

山
本　

正
人
（
新
島
）

【
交
通
部
長
・
東
京
交
通
安
全
協

会
会
長
連
名
感
謝
状
】

▼
長
期
無
事
故
運
転
者
金
章

　
　
　

野
口　

義
和
（
新
島
）

　
　
　

梅
田　

安
夫
（
式
根
島
）

▼
長
期
無
事
故
運
転
者
銀
章

　
　
　

青
沼　

甚
弥
（
新
島
）

　
　
　

宮
川　

澄
江
（
式
根
島
）

▼
一
般
優
良
運
転
者

　
　
　

佐
久
間　

真
（
新
島
）

瑞宝双光章受賞
　

平
成
25
年
秋
の
叙
勲
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
し

た
前
田
政
夫
さ
ん
に
、

受
賞
の
お
祝
い
と
し
て

村
長
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
42
年
間

の
長
き
に
渡
り
警
視
庁

に
勤
務
し
、
警
察
功
労

と
し
て
瑞
宝
双
光
章
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

前
田　

と
し
子
（
新
島
）

　
　
　

宮
川　

敏
昌
（
新
島
）

　
　
　

井
上　

惠
市
（
式
根
島
）

　
　
　

臼
井　

竹
雄
（
式
根
島
）

【
新
島
警
察
署
署
長
・
新
島
交
通

安
全
協
会
会
長
連
名
感
謝
状
】

　
　
　

池
田　

清
人
（
新
島
）

　
　
　

岩
永　

和
徳
（
新
島
）

　
　
　

小
川　

政
志
（
新
島
）

　
　
　

前
田　

利
正
（
新
島
）

　
　
　

新
島
保
育
園
（
新
島
）

【
新
島
警
察
署
署
長
・
式
根
島
交

通
安
全
協
会
会
長
連
名
感
謝
状
】

　
　
　

鈴
木　

良
一
（
式
根
島
）

　
　
　

田
村　

修
一
（
式
根
島
）

　
　
　

前
田　

澄
子
（
式
根
島
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　
　
　
　民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

平
成
25
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

が
任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
民
生
児
童
委
員
推
薦

会
を
経
て
、
12
月
1
日
か
ら
新
た

に
3
年
間
の
任
期
で
各
地
区
の
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
委
員
の
構
成
は
、
2
地
区
で

委
員
の
就
退
任
・
主
任
児
童
委
員

の
退
任
が
あ
り
、
そ
の
他
の
地
区

の
委
員
の
方
は
再
任
で
す
。
新
任

期
は
、
平
成
25
年
12
月
1
日
か
ら

平
成
28
年
11
月
30
日
で
活
動
い
た

し
ま
す
。

　

退
任
は
次
の
方
々
で
す
（
敬
称

略
）。

・
三
丁
目　

前
田　

文
子

・
若　

郷　

森
田　

房
江

・
主
任
児
童
委
員　

梅
田
喜
久
江

　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

子
育
て
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、

経
済
的
な
こ
と
、
な
ん
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
会
長
◎
、
副
会
長
○
、
敬
称
略
）

◎
一
丁
目　

宮
川　

栄
子
（
再
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
０
４
７
７

・
二
丁
目　

梅
田
ふ
み
子
（
再
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
０
３
６
２

・
三
丁
目　

横
田
ま
り
子
（
新
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
０
６
７
１

・
四
丁
目　

青
沼　

福
代
（
再
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
０
０
９
７

・
五
丁
目　

宮
川　

年
子
（
再
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
１
３
９
６

・
六
丁
目　

植
松　

亮
子
（
再
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
０
５
０
６

・
若　

郷　

宮
川　

里
司
（
新
）

　
　
　
　
　
　

☎
⑸
０
７
３
１

○
式
根
島　

山
本
は
る
子
（
再
）

　
　

北
地
区　

☎
⑺
０
０
２
５

・
式
根
島　

前
田　

邦
恵
（
再
）

　
　

南
地
区　

☎
⑺
０
３
２
９

※
主
任
児
童
委
員
は
、
現
在
欠
員

で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

民
生
委
員
・

　
　
　児
童
委
員
の
皆
さ
ん

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た
り
、
悩

ん
だ
り
し
た
こ
と
を
相
談
で
き
る

方
で
す
。
地
域
の
住
民
の
一
員
と

し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
生
活
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
立
場
で
心
配

事
や
困
り
事
を
解
決
す
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

よ
り
災
害
救
援
用
車
両
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
災
害
発
生
時
に

物
資
や
人
の
搬
送
、
独
居
高
齢

者
の
安
否
確
認
、
そ
の
他
、
赤

十
字
の
活
動
等
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
赤
十
字
の
活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

民
生
課　

民
生
係

☎
⑸-

０
２
４
３
（
直
通
）

日
本
赤
十
字
社
か
ら

災
害
救
援
用
車
両
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子
ど
も
学
芸
員
発
表
会

　

11
月
7
日
（
木
）、
9
日
（
土
）
の
2
日
間
、
新
島
小
学

校
3
年
生
が
新
島
村
博
物
館
で
、「
子
ど
も
学
芸
員
」
の
解

説
会
を
開
き
ま
し
た
。
9
日
の
午
前
中
か
ら
準
備
に
取
り
掛

か
り
、
11
時
か
ら
12
時
ま
で
の
1
時
間
に
来
館
者
は
75
人
を

数
え
ま
し
た
。　

自
分
た
ち
で
調
べ
た
こ
と
を
大
勢
の
来
館

者
の
前
で
堂
々
と
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。
胸
に
自
分
の

名
前
を
書
き
込
み
、
1
階
・
2
階
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
、

礼
儀
正
し
く
わ
か
り
や
す
い
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

来
館
さ
れ
た
方
々
は
、
一
生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
子
ど
も

た
ち
の
解
説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
を
知
る
た
め
に
調
べ
た
こ
と
が
、
来

館
さ
れ
た
方
々
と
確
認
し
合
う
か
の
よ
う
に
共
感
す
る
場
面

が
見
ら
れ
、
充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

秋
の
文
化
講
演
会
　

11
月
16
日
（
土
）
新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー
で
、
秋
の
文
化

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
博
物
館
の
教
育
普
及
活
動

の
一
環
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
法
政
大
学
教
授
の
馬

場
憲
一
氏
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
新
島
遺
産
と
島
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
新
島

村
の
史
跡
や
旧
跡
を
紹
介
し
な
が
ら
、
博
物
館
を
核
に
し
た

新
島
全
体
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
み
な
し
て
自
然
や
歴
史
を
生

か
し
た
ガ
イ
ド
が
で
き
れ
ば
、
観
光
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
島
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
な
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
好
印
象
が
得
ら
れ
れ
ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
観
光
客
を
増
や
す
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
、

み
な
さ
ん
で
考
え
て
行
こ
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
し
た
。

　

文
化
財
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、
皆
さ
ん
文
化
財
に
深

い
理
解
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

博物館だより

　

新
島
村
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
島
村
の
ご
協
力
に
よ
り
、

一
昨
年
１
月
よ
り
開
設
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
も
丸

２
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
支
庁
の
仕
事
を

住
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

く
一
助
と
な
っ
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
16
日
未
明
、

台
風
第
26
号
に
伴
う
、
か
つ
て

な
い
大
雨
に
よ
り
、
大
島
元
町

地
区
に
お
い
て
大
規
模
な
土
石

流
が
発
生
し
、
死
者
35
名
、
行

方
不
明
者
４
名
（
平
成
25
年
12

月
10
日
現
在
）、
家
屋
等
被
害
約

４
０
０
戸
に
及
ぶ
未
曾
有
の
大

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
新
島

村
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

台
風
被
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め

五
島
を
つ
な
ぐ
〜
大
島
支
庁
だ
よ
り
〜
No.13

て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
自
然

災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
強

く
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
に
お
い
て
も
、
大
島
支
庁

は
新
島
村
と
連
携
し
、
台
風
な

ど
の
風
水
害
を
は
じ
め
と
し
て

地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害

か
ら
住
民
の
皆
様
の
安
全
を
確

保
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様
の
自

立
的
発
展
の
た
め
に
各
種
事
業

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
っ
て
健
や
か
で
希
望
に
満

ち
た
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　大
島
支
庁
長

　
　
　
　
　
　
　髙
本

　賢
司


